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MDA-MB-435-Dual color

要旨

MDA-MB-435-Dual color細胞は、ヒト悪性黒色腫由来MDA-MB-435細胞に対して、ヒトヒ

ストンB1-緑色蛍光タンパク質（EGFP）遺伝子を含むレトロウイルスベクターpFBと、赤色

蛍光タンパク質（DsRed2）遺伝子を含むレトロウイルスベクターpLNCX2による遺伝子組

換えを行って作製した細胞である。顕微鏡観察から、蛍光を発する細胞の割合は、80%

であった。Short tandem repeats (STR)-PCR法による解析では、ATCCのMDA-MB-435S等と

同一と認証された。
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注 MDA-MB-435細胞は、従来、ヒト乳がんに由来するとされていたが、近年の調査により、全世界的

に悪性黒色腫M14細胞に置き換わっているとされていることが判明した。そのため、MDA-MB-435とそ

の派生株は、現在、悪性黒色腫由来細胞株として取り扱われている。

参照URL: http://www.atcc.org/products/all/HTB-129.aspx

http://www.atcc.org/products/all/HTB-129.aspx


STR-profile

091-005 MDA-MB-435-Dual color


